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１．平成２３年度予算概算要求の基本方針

概算要求の主な事項

Ⅰ 国土交通省成長戦略の実現

・国際コンテナ戦略港湾等の整備・機能強化
・内航海運・フェリーの競争力強化 等

Ⅱ 真に必要な社会資本の着実な整備

・国土ミッシングリンクの解消
・大都市圏の道路インフラ重点投資

・予防的な治水対策の強化
・激甚な災害等による被災地での再度災害防止対策 等

Ⅲ 安全、環境、地域の雇用・経済のための施策の強化

・建築物等の耐震建替・改修等の促進
・公共交通インフラの耐震化の促進 等

に特に重点をおいて効率的・効果的に事業を推進する。
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○平成２３年度予算について

成長戦略の実現を中心に据えながら、真に必要な社会資本の着実な整備、
安全、環境、地域の雇用・経済のための施策の強化といった分野に重点を置
いて、「選択と集中」を徹底し、事業を推進する。
各事業・施策分野においては、その目的・成果に踏み込んできめ細かく重

点化し、限られた予算で 大限の効果の発現を図る。



Ⅰ．治水関係

平成１６年災害の再度災害防止・軽減

水間水間

中山中山

久田美久田美

大川大川－－11

南有路南有路

河守河守

地頭地頭

高津江高津江

三河三河

志高志高

二箇二箇－－22

桑飼下桑飼下

北有路北有路

公庄公庄

千原・尾藤千原・尾藤

福知山市大江支所

舞鶴加佐分室

大川大川－－22

二箇二箇－－44

上東上東

由良川土地利用一体型水防災事業の推進由良川土地利用一体型水防災事業の推進 由良川由良川

家屋浸水防御のため、河守地区等18地区で輪中堤や
宅地嵩上げ等を推進します。

浸水によりバス上に取り残された人々
（志高地区）

河守地区浸水状況

平成２３年度は平成１６年１０月の台風２３号により甚大な被害が発生した円山川では、平成２２年度
に完了する河川激甚災害対策特別緊急事業（激特事業）に引き続き、緊急治水対策事業を推進します。
また、同じく被害を受けた由良川では、再度災害防止を目的とした土地利用一体型水防災事業として

輪中堤や宅地嵩上げの対策を、平成２６年度の完成を目標に推進します。

円山川円山川

平成16年台風23号による被害状況

平成１６年台風２３号による被害

平成16年台風23号で浸
水した旧城崎町役場

円山川下流部円山川下流部 日高地区日高地区

円
山
川

円
山
川

円山川緊急治水対策事業の推進円山川緊急治水対策事業の推進

平成16年台風23号洪水の再度災害防止に向けて、築堤や河道掘削及び内水対策等を実施します。

凡例 ：平成１６年台風２３号浸水範囲

JRJR山陰本線山陰本線

国道国道312312号号
稲
葉
川

稲
葉
川

日高地区（稲葉川）改修

下流部治水対策

平成16年台風23号で浸
水した城崎温泉街

Ⅱ 真に必要な社会資本の着実な整備

凡例
：平成２２年度実施

：平成２３年度以降残

：平成１６年台風２３号浸水区域

：由良川沿川の平地

：輪中堤
綾部市
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計画河道位置

想定氾濫区域

浸水実績

溢水箇所

計画河道位置

想定氾濫区域

浸水実績

溢水箇所

事業延長 L＝2,200m

加古川

加
古
川

柏
原
川

柏
原
川

平成２３年度実施箇所
河道掘削、築堤、護岸

平成２３年度実施箇所
井堰改築

（国）175号

高
谷
川

ＮＮ

浸水実績

想定氾濫区域

計画河道位置

浸水実績

想定氾濫区域

計画河道位置

浸水実績

想定氾濫区域

計画河道位置

浸水実績

想定氾濫区域

計画河道位置

千種川水系千種川床上浸水対策特別緊急千種川水系千種川床上浸水対策特別緊急事業の完了事業の完了

加古川水系高谷川床上浸水対策特別緊急事業の完了加古川水系高谷川床上浸水対策特別緊急事業の完了

平成１６年台風２３号では床上浸水４５０戸という甚大な被害が発生しました。平成１１年においても
床上浸水被害があったことから、加古川本川からの背水の影響を軽減することを目的として、平成２３
年度は河道掘削、築堤、護岸、井堰改築等を実施し、床上事業を完了させます。これにより、平成１６
年台風２３号と同規模の洪水に対して床上浸水被害を解消されます。

平成１６年台風２１号により床上浸水１６０戸の甚大な被害が発生しました。平成２３年度は、河道掘削、
築堤、護岸、井堰改築等を実施し事業を完了させます。これにより平成１６年度台風２１号と同規模の洪
水に対して浸水被害を解消されます。

位置図（兵庫県）

高谷川

千種川

位置図（兵庫県）

バイパス道路整備事業バイパス道路整備事業
（工期（工期 平成平成1010年～年～2222年度）年度）

事業事業延長延長 L=L=3,23,200m00m

千種川千種川

主要地方道
上郡・三日月線 国道373号

JRJR
山
陽
本
線

山
陽
本
線

上郡町役場

上郡町上郡町

上郡中学

Ｎ

平成23年度実施箇所

河道掘削、築堤、護岸

平成２３年度実施箇所
井堰改築

鞍
居
川

上郡町における被災状況① 上郡町における被災状況②
被災状況被災状況【平成16年9月29日】

被災水位被災水位 被災水位被災水位

被災状況被災状況【平成16年10月20日】

被災水位
氷上東浄化センター

被災水位

横田三差路交差点

0

100

200

300

400

500

600

1 2

床上（戸）

床下（戸）

事業前（H16実績） 事業後

322戸

160戸

0

100

200

300

400

500

600

700

1 2

床上（戸）

床下（戸）

事業前（H16実績） 事業後

144戸

450戸

70戸

氷上東浄化センター

ちくさ

たかたに
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千種川

揖保川

円山川

兵庫県

閏賀地区

曲里地区

閏
賀
橋

神
戸
大
井
井
堰

揖
保
川

揖保川
44.0k

国道２９号

一宮保健福祉センター

中安積地区

西安積地区

引原川

西
安
積
橋

曲
里
大
井
井
堰

安積橋

凡例

：平成２１年台風９号浸水範囲

平成２１年に災害を受けた揖保川、千種川の早期復旧

平成２１年度の災害

揖保川河川改修事業（曲里地区）

平成２１年８月９～１０日にかけての台風９号に伴う記録的な豪雨は、地域によって近年３０年間で
大の降水量となり、兵庫県内では死者・行方不明者が２２名、床上浸水３３５戸、床下浸水１，４９５

戸（全壊１６６戸、半壊９４３戸）にのぼる甚大な被害となりました。
この被害を受け、千種川において築堤、河道掘削などの河川改修の推進、揖保川曲里地区におけ

る改修を進めるなど、再度災害防止に向けて浸水被害の軽減を図ります。

被災状況（平成被災状況（平成2121年年99月末時点）月末時点）

床上浸水床上浸水 9191戸、床下浸水戸、床下浸水 171171戸戸

浸水深
120cm

一宮町曲里地区の状況

揖保川

山崎町田井地区の状況

久崎地区

佐用川（千種川水系）

三山川（千種川水系）

みやま

一宮

三方

山 崎

龍野

大屋
八鹿

生野
揖
保
川
流
域

佐用

千
種
川
流
域

豊岡

平田

和田山

円
山
川
流
域

加
古
川
流
域

市
川
流
域

さよう

み か た

わ だ や ま

お お や

よ う か
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わ
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一宮

三方

山 崎

龍野
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生野
揖
保
川
流
域
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累加レーダ雨量
平成２１年８月９日降り始め～８月１１日降り終わり

●雨量観測所位置

京都府

平成21年台風9号洪水の再度災害防止として、河道掘削等の出水時の水位低下対策を推進します。

45.0k

45.0k

曲里地区（45.0k付近）の被害状況

一宮市民局浸水状況

Ⅱ 真に必要な社会資本の着実な整備

一宮市民局

まがり

うるか

にしあづみ

なかあづみ

いぼ ちくさ

さよう
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まちづくりと一体となった高規格堤防の整備・堤防の信頼性向上

一体整備区間

一体整備区間

都市再生プロジェクト
『新たな環状道路との一体整備』

大阪都市再生環状道路

一体整備区間一体整備区間

一体整備区間一体整備区間

都市再生プロジェクト
『新たな環状道路との一体整備』

大阪都市再生環状道路大阪都市再生環状道路

人口・資産が高度に集積した大阪平野を堤防の決壊による壊滅的被害から未然に防ぐため、沿川の
まちづくりにあわせて、市街地側に盛土を行い、幅の広い堤防（高規格堤防）の整備を行います。
平成２３年度は引き続き、都市再生プロジェクトを推進し、関西のミッシングリンク解消に向けて、環状

道路の一部となる大阪府道高速大和川線・淀川左岸線と一体的に整備する区間を進めます。
また、淀川下流域における堤防の浸透に対する安全性が低い区間においては、堤防の川側の傾斜を

緩くし堤防の断面を拡大させるなど、堤防の強化を図ります。

高規格堤防と大和川線を一体的に整備する
ことにより、堺市中心部を含めた約1,000haの氾
濫被害が解消。

大和川線

（住民の意向を反映したまちづくり）
生活環境が向上し暮らしにゆとりが生まれます。
眺望が開け良好な景観に。川と緑に親しめます。

（幅の広い堤防で安全を確保）
水が堤防を越えても破堤しない頑丈な造りです。
なだらかな傾斜により、堤防からあふれた水も、

一気にまちを襲うことはありません。

（道路事業と効率的な連携）
事業連携により効果的な

インフラ整備が可能になります。

大和川線地区整備イメージ

スーパー堤防

大 和 川 線

まちづくり

H26

供用
開始

H22

まちづくり
基本構想の策定

大和川では大阪府道高速大和川線と高規格堤防の一体整備区間を、平成26年
度の大和川線供用開始に向けて引き続き整備します。
また、堺市内において、まちづくりと一体となった高規格堤防整備に関し、「まちづ

くり基本構想」を策定するため、住民の意向把握を行います。

大阪府道高速大和川線との一体整備大阪府道高速大和川線との一体整備 環状道路との一体整備環状道路との一体整備

堤防強化（緩傾斜堤防）の実施例（大東地区）堤防強化の実施箇所

平成22年度は、淀川下流域において、約2kmの整備を予定しています。これにより約６割の区間が整備済みとなります。
平成23年度は、引き続き、淀川下流域の堤防強化を推進します。

大阪府

奈良県

京都府
滋賀県

：Ｈ２３堤防強化要求箇所

淀川

木津川

宇治川桂川

盛土

緩傾斜堤防の断面例
整備後

整備前

淀川下流域における堤防の信頼性の向上（堤防強化の推進）淀川下流域における堤防の信頼性の向上（堤防強化の推進）

HWL

Ⅱ 真に必要な社会資本の着実な整備

だいとう
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六甲山系における砂防施設の整備

六甲山系砂防事業では、六甲山からの土砂流出をコントロールし、人口と資産の集中した都市域を

土砂災害から保全することを目的に実施しています。

平成23年度は、災害時の避難に支援が必要な人々の関連施設を守るため、土砂災害対策を重点的

に行うとともに、京阪神間を結ぶ重要交通ネットワークを保全する砂防施設の整備を推進します。

また、砂防施設による斜面対策や山腹工などの森林整備、樹林の保全・育成を図るグリーンベルト

整備事業を市民団体、企業、学校等との協働で実施します。

敦
盛
塚
川

堺
川

一
の
谷
川

千
森
川

妙
法
寺
川

新
湊
川

宇
治
川

新
生
田
川

西
郷
川

夙
川

都
賀
川

石
屋
川

住
吉
川

天
上
川

高
橋
川

芦
屋
川

宮
川

船
坂
川

有
馬
川

有
野
川

山
田
川

二
の
谷
川

神戸市

西宮市

芦屋市

水系毎の整備率

六甲山系での
施設整備率は､

約５９％

山麓部に近接した都市域

凡例
整備率 50%未満

50～75%未満

75%以上

【直轄】

■ 整備予定の砂防施設例

保久良梅林堰堤（天上川）

保全対象 ：災害時要援護者施設（1箇所）

人家（300戸以上）

神戸電鉄栗生線

阪神高速

神戸電鉄有馬線

国道428号

山陽電鉄
阪神高速

阪神高速

新幹線

ＪＲ
阪急電鉄

阪神電鉄

国道２号

国道４３号

神戸港

神戸空港

凡 例

自動車専用道（阪神高速 等）

国 道

鉄 道（ Ｊ Ｒ ）

鉄 道（ 私 鉄 ）

神戸電鉄栗生線

阪神高速

神戸電鉄有馬線

国道428号

山陽電鉄
阪神高速

阪神高速

新幹線

ＪＲ
阪急電鉄

阪神電鉄

国道２号

国道４３号

神戸港

神戸空港

凡 例

自動車専用道（阪神高速 等）

国 道

鉄 道（ Ｊ Ｒ ）

鉄 道（ 私 鉄 ）

凡 例

自動車専用道（阪神高速 等）

国 道

鉄 道（ Ｊ Ｒ ）

鉄 道（ 私 鉄 ）

■重要交通ネットワークの保全

京阪神間を結ぶ国道２号、４３

号、JR東海道本線、阪急電車、

阪神電車等の重要交通網を保

全する砂防施設の整備を推進し

ます。

岡本駅

阪急電鉄神戸線

災害時要援護者施設

保久良梅林堰堤（計画）

■グリーンベルト整備事業

六甲山系グリーンベルト整備事

業では、市民団体、企業、学校等

との協働で樹林整備活動を実施

しています。

企業による森づくり活動の様子 学校による森づくり活動の様子

Ⅱ 真に必要な社会資本の着実な整備

ほくら
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琵琶湖

木津川

大戸川

姉川

高
時
川

宇治川

桂川

瀬田川

瀬田川洗堰

日吉ダム

一庫ダム

猪
名
川 淀川

淀川大堰

高山ダム

布目ダム

室生ダム 青蓮寺ダム
比奈知ダム

川上ダム

丹生ダム

大戸川ダム

天ヶ瀬ダム

（天ヶ瀬ダム再開発）

●大戸川ダム （淀川水系大戸川）

●天ヶ瀬ダム再開発 （淀川水系宇治川）

淀川、宇治川の水害を軽減するための洪水調節、琵
琶湖周辺の洪水防御、京都府南部の水道用水の供給
及び発電を目的として既設天ヶ瀬ダムの放流能力を増
強する事業を実施しています。

平成23年度は、補償工事及び本体関連工事を実施し
ます。

●大滝ダム （紀の川水系紀の川）
大滝ダムは、紀の川沿川地域の水害を軽減するための洪水調節、水道用水および工業用水の供

給、河川の本来持っている機能の維持、水力発電を目的としています。
検証対象ダムとはなっていなく、本体工事段階であり平成２４年度完成を目指します。

平成23年度は、地すべり対策工事を引き続き実施します。

大滝ダム
大滝ダム位置図

洪水被害から流域住民の暮らしを守るダム建設事業

●足羽川ダム （九頭竜川水系部子川）

・ダム事業は、河川改修とあいまって洪水を貯留することにより、下流の水位低下を図るとともに、
貯留した水による安定的な都市用水の供給・発電を行い、安全・安心な生活を支えます。

・継続して実施する大滝ダム及び天ヶ瀬ダム再開発は、計画的に事業を推進するための予算として
います。

・検証の対象となっている大戸川ダムと足羽川ダムは、「できるだけダムにたよらない治水」の施策
転換する考え方に基づき、「今後の治水のあり方に関する有識者会議」から提示される予定の中間
取りまとめに沿って、今後検討を実施する予定です。

足羽川ダム位置図

本体工事段階

生活再建工事段階

既存施設の機能増強

調査・地元説明段階

大戸川ダム・天ヶ瀬ダム位置図

Ⅱ 真に必要な社会資本の着実な整備

おおたき

だいど

あまがせ

あすわ

（検証対象事業）

（検証対象外事業）

－7－



①安全・安心

上町台地

生
駒
山
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①安全・安心

上町台地

生
駒
山

－：鉄道盛土

－：道路盛土等

－：河川

寝屋川

第二寝屋川

平
野
川

平
野
川
分
水
路
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川

恩
智
川

楠
根
川

城
北
川

木
津
川

安治川

尻無川

土佐堀川

堂島川

大
川

淀川

地球温暖化による水災害激化への対応

検討会の検討内容【Ｈ21～22年度】
1．浸水想定

■温暖化の影響による外力規模を評価
■モデルによるはん濫シミュレーションの実施

■大規模水害時の応急対策を検討するための浸水想定を公表

2．被害想定

■リスク項目の整理（人命・財産やライフライン、経済活動に関
する項目）

■浸水想定結果を用いて、人的被害や物理被害、経済被害等

の想定結果を公表

さらに、施設管理者・公益事業者・まちづくり部局等を交えた協議会
へと発展させ、大規模水害・局地的な大雨を対象とした危機管理対
策計画の立案を行います。

1．適応策検討

■大規模水害時のシナリオ作成
■災害に備えた対策の検討
■災害発生時の対策の検討
■復旧・復興段階における対策の検討

2．危機管理対策計画立案
■平常時・非常時の「まちづくり」としての取り組み・計画を立案

協
議
会
へ
発
展

協議会の検討内容【Ｈ23年度】

○地球温暖化の影響により長期的に見ると少雨と多雨の変動が増大する

（洪水も渇水も危険度が増大）

大阪都市圏における地盤高状況

大規模水害に対する適応策を検討する協議会を設置します。
地球温暖化に伴う大規模水害による壊滅的な被害の回避、局地的な大雨による犠牲者ゼロを目指し、

学識経験者と行政の関係者からなる「地球温暖化に伴う大規模水害対策検討会」を平成22年年1月に
設置しました。
平成23年度は、学識経験者と行政の検討会メンバーに加え、地方自治体や公共公益事業者などを

加えた協議会に発展させ、大規模水害・局地的な大雨を対象とした危機管理対策計画を立案します。

Ⅱ 真に必要な社会資本の着実な整備
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生態系の保全を促進する自然再生に係る事業

【円山川の取り組み】

かつてコウノトリが生息していた頃の豊かな生態系を回復するため、魚類をはじめとした多様な生物
の生息・生育・繁殖環境の再生に取り組みます。

平成２３年度は、コウノトリ野生復帰推進連絡協議会と連携し、加陽地区の湿地再生を推進します。

平成１９年７月３１日
自然界で４３年ぶり誕生の幼鳥の巣立ちが実現
（自然界での巣立ちは４６年ぶり）

※H22年6月現在では豊岡盆地における自然界の

コウノトリは３６羽。

湿地再生面積の推移

出石川

円山川

約１５ｈａ

出石川加陽地区湿地再生予定箇所

湿地整備による整備効果 （生物確認種数の推移（底生動物））

【淀川の取り組み】
イタセンパラが安定的に種を維持し、多種多様な淡水生物相の再生を目指し、現存するワンド群の保

全と、干陸化したワンド・たまりの再生に取り組みます。
平成２３年度は、淀川環境委員会（学識経験者）の意見をふまえ、さらに関係機関と連携し、平成２０年

３月時点で５１個あるワンドを概ね１０年間で９０個以上へとするワンド倍増計画を継続して推進します。

イタセンパラ
（天然記念物）

平成１９年
からの１０
年でワンド
数の倍増
を 目 指 し
ます。

Ｓ５０頃 Ｈ１０ Ｈ２１ H２９

約１３０個

３４個
６０個

約９０個以上

ワンド個数の推移

▲現存するワンド群（城北地区）

淀川におけるイタセンパラ仔稚魚の確認数

５１個

Ｈ１９

か や

年度

淀川で5年ぶりに確認された
イタセンパラの稚魚

個体数

イタセンパラの再導入（放流）イメージ

近畿地方イタセンパラ保護
増殖事業連絡会議

河川事業者
（国土交通省）

大阪府
水生生物センター

大阪府
（教育委員会）

大阪府
警察本部

大阪市
（教育委員会）

沿川市町村

関係機関との連携

環境省
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春季 冬季 早春季 春季 夏季 早春季 早春季 早春季

平成 16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

調査季

種
数

その他

コウチュウ目

カワゲラ目

トビケラ目

ハエ目

トンボ目

カゲロウ目

エビ目

2004年 10月に23号台風

1 7 7

1 2 7 1 2 4 1 1 6
1 4 0

2 2 9
2 5 5

2 0 9

2009年10月に10号台風

出石川

淀川

平成21年度秋にイタ
センパラの再導入（放
流）後、イタセンパラの
仔稚魚の生息を５年
ぶりに確認

４年間、生息未確認

倍増

Ⅲ 安全、環境、地域の雇用・経済のための施策の強化
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宇治川塔の島地区緊急対策特定事業の推進

宇治川では、1,500m3/sの河道を整備する計画としており、洪水疎通能力の低い塔の島地区の河
道整備は喫緊の課題となっています。
また、平等院等の世界遺産や伝統芸能である鵜飼いを中心とした観光地であることから、河川整備

にあたっては、歴史・景観・観光に配慮します。

景観を考慮した河川事業

河川管理施設の長寿命化対策

宇
治
川

塔の島

軍艦島と言われ
る直線的な印象
を復元

現 況

過去の改修によ
り逸失した景観

昭和時代

国宝・宇治上神社

国宝・平等院鳳凰堂

直線的な印象

改修前改修前

一旦整備した直線的な
護岸を昭和時代の形状
に復元

昭和時代の形状
改修後（イメージ）改修後（イメージ）

◆歴史的景観に配慮した河川整備

河川管理施設を正常に機能させるため、定期的に点検・整備を行って、健全度などを総合的に評価
し、計画的な補修を実施します。これにより既存施設を引き続き使用して、維持費の低減を図ります。

Ⅱ 真に必要な社会資本の着実な整備

Ⅱ 真に必要な社会資本の着実な整備
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設置後設置後4040年経過した河川管理施設年経過した河川管理施設※※の割合推移の割合推移
●劣化度診断による総合評価→効率的な修繕→維持管理費の合理化
設備の重要度(設備の区分､社会的重要度)､構成機器の健全度(点検結果か

らの設備の評価)を評価し､維持管理の合理化､コスト縮減を図ります。

◆従来
各機器の耐用年数を
参考に劣化､老朽化
等に応じて､ゲート､
ポンプ等の部品を交
換して対応

経過年数や点検結果
に基づき更新対象と
なる構成機器の診断、
健全度を評価

既存施設を流用
した整備を実施

こまめな点検に
よる施設の延命化

◆診断による対応

構成機器の更新

見直し

●排水機場のゲート設備更新の事例

※損耗の激しい部材の材質を腐食に強いSUSに変更することで、維持修繕に係るコストを縮減。

●近畿地方の直轄河川における水門、樋門や排
水機場などの河川管理施設は、５年後には約５割
の施設が設置後４０年以上を経過することとなり、
老朽施設がさらに増加します。
●近年、頻発する局地的豪雨や、台風による出
水において多大な被害が発生していることから、
計画的な維持管理によって河川管理施設を適切
に機能発揮させる必要があります。

※近畿地方整備局管内

計
画
的
な
維
持
管
理

老朽化の進んだゲート施設老朽化の進んだゲート施設
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新
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る
構
成
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の
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（補助事業）

◆平成２３年度 主な完了事業箇所 （治水関係）

兵庫県丹波市高谷川床上浸水対策特別緊急事業

兵庫県赤穂郡上郡町千種川床上浸水対策特別緊急事業

地区名河川名等事業名

－11－



近畿圏の発展に向け、産業・観光等を支える地域内外の交流・連携ネットワークの強化、交通渋滞
の緩和、交通事故の減少、環境負荷の軽減、物流の効率化等を図るため、京奈和自動車道等の環状
道路の整備や近畿自動車道紀勢線、中部縦貫自動車道、京都縦貫自動車道、北近畿豊岡自動車道
等、基幹となるネットワークを構成する路線の整備を推進します。

基幹ネットワークの整備

Ⅱ．道路関係

近畿圏の
高規格幹線道路網図

※平成22年3月末現在

近畿圏の環状道路ネットワーク

凡例

事業中

供用中

調査中

Ⅱ 真に必要な社会資本の着実な整備
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■平成23年度 事業内容

・国道483号北近畿豊岡自動車道 和田山八鹿道路（和田山JCT･IC～八鹿IC） L=13.7km

平成23年度供用を予定。

国道483号北近畿豊岡自動車道（和田山八鹿道路）

北近畿豊岡自動車道は、近畿自動車道敦賀線、播但連絡道路等と一体となって広域交通ネットワー
クを形成する高規格幹線道路です。但馬・丹波地域と京阪神都市圏との連携を強化し、地域の活性化
を支援し、また災害時における交通の確保、緊急医療機関へのアクセス強化を図る道路として期待され
ています。このうち和田山八鹿道路は、養父市と朝来市を結び、地域の活性化に資する幹線道路網の
形成を目的とした道路であり、平成２３年度に供用を予定しています。

写真

国道483号 北近畿豊岡自動車道

■緊急医療機関へのアクセス強化

■地域連携の強化

出典：豊岡河川国道事務所調べ

出典：道路時刻表、旅行速度調査結果より算出

但馬地域は自然や歴史遺産、海鮮、温泉など豊かな観光
資源があり、和田山八鹿道路を含む、北近畿豊岡自動車道
の整備により、京阪神との連携が強化し、観光産業など地域
の活性化が期待されます。

■災害時における交通の確保

平成16年10月の台風23号による水害で国道312号
をはじめとする豊岡市への交通路が通行止めとなり
ました。和田山八鹿道路を含む、北近畿豊岡自動車
道の整備により、災害時における物資輸送や緊急搬
送の代替路として機能します。

出典：台風23号浸水実績図

写真

台風23号の被災状況

写真

写真

別所高架橋の工事状況

和田山八鹿道路を含む、北近畿豊岡自動車道等の
整備により、豊岡病院からの30分圏域が拡大され、

早期治療による救命などの効果が期待されます。

－13－
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■平成23年度 事業内容

・国道24号京奈和自動車道 大和御所道路（橿原・大和高田IC～橿原南・御所IC） L=3.7km

・国道24号京奈和自動車道 紀北東道路（高野口IC～かつらぎIC） L=4.0km

平成23年度供用を予定。

■観光支援

国道24号京奈和自動車道（大和御所道路、紀北東道路）

沿線には世界遺産など豊かな観光資源があり
京奈和自動車道の整備により、目的地への所
要時間を短縮し、観光を支援します。

京奈和自動車道は、京都、奈良、和歌山の拠点都市を結び近畿圏の環状道路を構成する高規格幹
線道路です。京都・奈良・和歌山間の移動時間を短縮することにより観光振興を支援するとともに、地域
の活性化に資する路線として期待されています。このうち大和御所道路及び紀北東道路は、国道２４号
の慢性的な交通混雑の緩和、交通事故減少などを目的とした道路であり、平成２３年度に一部区間の
供用を予定しています。

<御所区間の工事状況>

京奈和自動車道の沿線では企業誘致が進み、
沿線市町村の製造品出荷額は他の地域より
高い伸びとなっています。

■地域産業の活性化

出典：国道24号は（道路時刻表2002～2003）より算出
開通区間は開通後の旅行速度調査結果より算出

至 和歌山

至 奈良

【所要時間短縮】

■交通の安全性向上
大和区間、五條道路、橋本道路の
開通に伴い交通事故が約２割減少

約２割減少

(件)

出典：交通事故統合データより作成

【交通事故の減少】

国道24号 京奈和自動車道

写真

出典：工業統計調査

1.00

1.11
1.18

1.31

1.42 1.43

1.261.25

1.231.23

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

H15 H16 H17 H18 H19 H20

（
伸
び
率

）

京奈和自動車道の沿線市町村

近畿圏

全国

大
和
御
所
道
路

（
大
和
区
間
）

五
條
道
路
開
通

橋
本
道
路
開
通

世界同時不況
発生（H19.7～）

【製造品出荷額の伸び率】
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事故危険箇所における事故対策

湯浅交差点は、右折車線が設置されていないため、直進車が右折待ちの車に追突する事故が
発生しています。
本事業で、右折車線を設置することにより、追突事故を防止します。

国道42号 湯浅交差点改良事業（和歌山県有田郡湯浅町湯浅地先）

出典：(財)交通事故分析センター

至

和
歌
山

至

和
歌
山

至

田
辺

幹線道路では交通事故が特定の区間に集中して発生していることから、事故危険箇所など、事故の
発生割合の高い区間において重点的な交通事故対策を実施します。この際、事故ﾃﾞｰﾀの客観的な分
析による事故原因の検証に基づき、交差点改良等の対策を実施します。

整備前

至

田
辺

整備後

交差点の状況

写真

写真

事故危険箇所：事故の発生割合の高い区間のうち、特に重点的に対策を実施すべき箇所として警察庁と国土交通省が平成21年
3月31日に指定したもの。

死傷事故率：1 万台の車が1 万km走行した場合に起こる死傷事故件数

（件/億台km)

0

500

1,000

1,500

2,000

0 200,000 400,000 600,000

死
傷
事
故
率

　　事故率100以上
　　事故率100未満

100

全国（幹線道路）　死傷事故率

※全国の国道・都道府県道約18万kmにおける４年間（H15～18）の平均事故データから作成

約71万区間

優先対策区間：約15万区間

（全体の２２％の区間に死傷事故の７１％が集中）

５０％ ５０％

出典：(財)交通事故分析センター

当該箇所

直進車両と右折待ち車両による
追突事故が発生

右折車線の設置

右折車線の設置

Ⅱ 真に必要な社会資本の着実な整備

42
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通学路等における安全で安心な歩行空間の創出

【歩道未整備箇所】

宍粟市山崎町田井地先の国道29号は小学校の通学路に指定されています。そのため、児童
の安全・安心な歩行空間を形成するため歩道の整備を推進します。

国道29号 田井地区歩道整備事業（兵庫県宍粟市山崎町田井地先）

当該箇所

【歩道整備済箇所】

■近畿管内（直轄国道） 通学路全体延長 約294km

近畿地方整備局調べ（H22.4.1日現在）

未整備約４割整備済み約６割

人優先の安全・安心な歩行空間を形成するため、通学路等において重点的に対策を実施
します。

写真① 写真②

写
真
①

写
真
②

Ⅱ 真に必要な社会資本の着実な整備
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■平成23年度 事業内容

■高齢化する近畿直轄国道の橋梁

20年後には、近畿地方の直轄国道に

おける約６割の橋梁が建設後50年以上

を迎えることになり、計画的な維持管理

による長寿命化が必要となります。

橋梁定期点検で損傷箇所が発見された橋梁については、計画的に予防的補修を行い、橋梁
の長寿命化を図っていきます。

平成23年度は大和川大橋他の補修を行う予定です。

亀裂

アーチ端支柱部材の腐食

・国道26号 大和川大橋補修（大阪府大阪市住之江区西住之江四丁目地先）他

高齢化する橋梁の予防的補修による長寿命化

■橋梁の予防的補修

【名阪国道 山添橋】

■橋梁点検で発見された橋梁の損傷事例

【国道１号 白川橋】

※右図は近畿地方整備局管内の橋長15m以上の
橋梁を対象にしています。

剥離、鉄筋露出

【国道26号大和川大橋】

沓腐食

■予防的補修の対策事例

クラック注入による橋台の補修 炭素繊維による床版の補強

Ⅱ 真に必要な社会資本の着実な整備

出典：国土交通省調べ

－17－

近畿地方の直轄国道における橋梁は、その多くが万国博覧会の開催前後に集中して建設さ
れ、約20年後には、約６割の橋梁が建設後50年以上を迎え、その老朽化が課題であり、橋梁
定期点検結果に基づき、計画的な予防的補修による長寿命化が必要となっています。

平成18年度には奈良県の名阪国道山添橋で主桁の亀裂、平成19年度には滋賀県の国道１
号白川橋で垂直部材の亀裂等の重大な損傷を発見し、緊急的な補修を行いました。

平成23年度も引き続き、橋梁定期点検結果に基づき、計画的に予防的補修を行い、橋梁の
長寿命化を図っていきます。



平成23年度 主な開通予定箇所

【直轄事業】

（１）高規格幹線道路

区　間
延長（㎞）
（車線数）

1 兵庫県 国道483号
北近畿豊岡自動車道
和田山八鹿道路

和田山ＪＣＴ・ＩＣ
　～八鹿ＩＣ

13.7㎞
（2/4）

2 奈良県 国道24号
京奈和自動車道
大和御所道路

橿原・大和高田ＩＣ
　～橿原南・御所ＩＣ

3.7㎞
（2/4）

3 和歌山県 国道24号
京奈和自動車道
紀北東道路

高野口ＩＣ
　～かつらぎＩＣ

4.0㎞
（2/4）

（２）地域高規格道路

区　間
延長

（車線数）

4 奈良県 国道168号 十津川道路
吉野郡十津川村大字高滝
　～吉野郡十津川村大字小原

2.0㎞
（2/2）

箇　所　名

区　　　間

府　県　名 路　線　名

府県名

区　　　間

箇　所　名路　線　名

－18－



◆平成23年度 開通予定箇所図
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国際コンテナ戦略港湾「阪神港」のハブ機能の強化

Ⅲ．港湾空港関係

Ⅰ 国土交通省成長戦略の実現

釜山港等アジア諸国の港湾との国際的な競争がますます激化する中、世界各地との間で、国
民生活や産業活動に必要な物資や製品を低コストでスピーディーかつ多頻度で確実に輸送でき
るネットワークを構築するとともに、アジア諸国・世界の成長を取り込み、我が国の成長に結びつ
け、「強い経済」を実現し元気な日本を復活させるため、国際コンテナ戦略港湾「阪神港」のハブ
機能を強化します。

Ⅰ 国土交通省成長戦略の実現

機能を強化します。

《概要》
民の視点で港湾の戦略的な経営を行う港湾経営会社を支援するとともに、ハブ機能を強化す

るためのインフラ整備、阪神港にコンテナ貨物を集約し積み替えする物流構造への転換による
フィーダー機能の強化等を推進します。

阪神港経由貨物が多い（80%阪神港と釜山港の競釜山港等への海外トランシップ

阪神港阪神港

以上）エリア合エリア（海外ﾄﾗﾝｼｯﾌﾟ
率：約20～40％）

の多い（40～70％）エリア

瀬戸内地域等から
貨物を集約・積替

北米等

貨物を集約 積替

（資料）国土交通省「全国輸出入コンテナ貨物流動調査（平成20年）」より近畿地方整備局作成

C12 C11 C10

PC18

神戸港PI(第2期)地区
国際海上ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ(PC18)

・水深16m岸壁が平成22年4月に供用し、
４ﾊﾞｰｽ一体運営開始

・引き続き、航路等の整備を推進

・水深16m岸壁が平成21年10月に供用し、
３ﾊﾞｰｽ一体運営開始

・引き続き、航路等の整備を推進

大阪港北港南地区
国際海上ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ(C10-12)

《平成23年度の予定》
・港湾経営会社の設立支援等
・ハブ機能を支える航路等の整備
・大型で荷役効率が高いガントリークレーンの導入
・阪神港を核とした内航フィーダー輸送網の構築 等

引き続き、航路等の整備を推進 引き続き、航路等の整備を推進
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日本海側のゲートウェイ「京都舞鶴港」の機能強化

Ⅰ 国土交通省成長戦略の実現

日本海側のゲートウェイ「京都舞鶴港」の前島地区において、国内定期フェリーの大型化に対
応するため、既存の複合一貫輸送ターミナルを水深９ｍに増深改良し、地域間交流の拡大、物
流コストの削減、環境負荷の低減等を図ります。

京都舞鶴港 前島地区
航路・泊地(水深9m)

《事業の効果》
西日本と北海道の間で増加する人西日本と北海道の間で増加する人

流や宅配便等の複合一貫輸送に対
して、大型高速フェリーの活用が可能
となり、地域間の交流拡大、物流コス
トの削減、環境負荷の低減等に寄与
します。

《平成23年度の予定》 岸壁(水深9m)（改良）《平成23年度の予定》
岸壁の増深改良等を引き続き推進

します。

フェニックス事業の推進（大阪湾） 【補助】

Ⅲ 安全、環境、地域の雇用・経済のための施策の強化

《概要》
大阪湾において環境省と連携して、近畿２府４県の１６８

受入対象区域

大阪湾において環境省と連携して、近畿 府 県の ６８
市町村から発生する廃棄物を処分する海面埋立処分場の
整備を推進します（事業期間：Ｓ61～）。

《事業の効果》
大阪湾フェニックス計画を推進することにより、長期的安

定的に廃棄物を適正に処理し、大阪湾圏域の生活環境の
保全を図るとともに、造られた土地については港湾施設等

大阪沖埋立処分場

姫路基地

大阪基地

尼崎基地

神戸基地

播磨基地

尼崎沖埋立処分場

神戸沖埋立処分場

泉大津沖埋立処分場 堺基地

《平成23年度の予定》
各処分場において廃棄物の受け入れを進めるとともに、

護岸上部工等の進捗を図ります。

の用地として有効に活用されます。

和歌山基地

泉大津沖埋立処分場

津名基地

堺基地

泉大津基地

－21－



堺泉北港 堺２区 基幹的広域防災拠点整備事業の推進

Ⅱ 真に必要な社会資本の着実な整備

京阪神都市圏における大規模地震発生時の緊急物資の広域輸送や応急復旧活動等の災

害対応力の向上を図るため、堺泉北港堺２区において、基幹的広域防災拠点の機能を担う

緑地、港湾広域防災拠点支援施設、臨港道路及び耐震強化岸壁の整備を推進します。

また、これらの施設は平常時においても、地域住民等が憩える親水性を備えた緑地等とし

て有効に利用されます。

想定され 主な被害 堺２区 基幹的広域防災拠点整備事業

《平成23年度の予定》
緑地（用地造成、護岸整備、施設整備）、耐震強化岸壁、支援施設棟を平成23年度の供用

を目指し整備していきます。

想定される主な被害

○上町断層帯地震による被害想定
(平成20年5月中央防災会議・公表)
死者数 約42,000人（冬朝5時・風速15m/s）

経済被害 約74兆円
○東南海・南海地震による被害想定
（平成15年9月中央防災会議・公表)

堺２区 基幹的広域防災拠点整備事業
・基幹的広域防災拠点（緑地）
・臨港道路
・港湾広域防災拠点支援施設

（平成15年9月中央防災会議 公表)
死者数 約18,000人（朝 5時・風速15m/s）

経済被害 約57兆円 -7.5m岸壁（耐震）

物資輸送中継基地用地 港湾広域防災拠点支援施設

①緊急物資の中継・分配機能
②広域支援部隊の集結地・ベース
キャンプ機能

③応急復旧用資機材等の備蓄機能

臨時ヘリポート用地

広域支援部隊の集結地
広域支援部隊の

ベースキャンプ用地

防災拠点支援活動イメージ
－22－



和歌山下津港海岸（海南地区）における津波対策の推進

Ⅱ 真に必要な社会資本の着実な整備

今後30年以内に60～70%の確率で発生するとされている東南海・南海地震等が発生した場

合に、著しい被害が生じるおそれがある地震防災対策推進地域において、津波対策を推進

します。

《概要》

和歌山県海南市における津波浸水予測区域では、行政・防災中枢機能や高付加価値製品製

造企業が集積しており、甚大な被害の発生が危惧されています。このため人命・財産はもとより、

これら施設の防護のため海岸保全施設の整備を推進します。

《平成２３年度の予定》

防護区域

中枢機能が集積 （行政・防災関係機関）

海南市役所 海南消防署

病院

学校

海南警察署

◎

防護区域防護区域

中枢機能が集積 （行政・防災関係機関）

海南市役所 海南消防署

病院

学校

海南警察署

◎

《平成２３年度の予定》
防波堤改良等を推進します。

防護区域

ＪＲ海南駅

主要交通施設が集積
（国道４２号、JR紀勢本線）

多様な産業集積
（鉄鋼・電力・石油精製等）

◎

防護区域防護区域

ＪＲ海南駅

主要交通施設が集積
（国道４２号、JR紀勢本線）

多様な産業集積
（鉄鋼・電力・石油精製等）

◎

42

可動式津波防波堤

4242

可動式津波防波堤津波防波堤

平常時は、航行船舶の障害とな
らないように海底に格納し、津波
来襲時に海面に浮上させる。

津波防波堤水門 護岸（改良） 津波防波堤水門 護岸（改良） 防波堤(改良)

津波終息後は、沈降させ再び海
底に格納する。
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海洋環境整備事業の推進（瀬戸内海）

瀬戸内海における航行船舶の安全の確保、海洋の汚染の防除、良質な海洋環境保全を積極
的に行うため、大阪湾・紀伊水道・播磨灘 4 500ｋｍ2 で海面の浮遊ごみ・浮遊油の回収業務を

Ⅲ 安全、環境、地域の雇用・経済のための施策の強化

的に行うため、大阪湾 紀伊水道 播磨灘 4,500ｋｍ で海面の浮遊ごみ 浮遊油の回収業務を
実施します。

《概要》

管内の２基地（神戸港、和歌山下津港）に海洋環境整備船３隻（海面清掃兼油回収船２隻

（Dr.海洋、海和歌丸）、海面清掃船１隻（いこま）） を配置し、海面の浮遊ごみ・浮遊油の回収

業務を実施します。

奈 良

大阪

京 都

兵 庫

岡 山

滋 賀

神戸港 「Dr.海洋」,「いこま」

ごみ 回収 3,000 km2

油 回 収 3,000 km2

大阪湾
播磨灘

Ⅰ

海面清掃船「いこま」

海面清掃兼油回収船「Dr.海洋」

管内の海洋環境整備船と担務海域図

和歌山

香 川

奈 良

徳 島

三 重

和歌山下津港「海和歌丸」

ごみ 回収 1,500 km2

油 回 収 1,500 km2

凡 例

神戸 港 (油)（Ⅰ ）

神戸港 (ごみ)（Ⅰ）

和歌山下津港(油)（Ⅱ ）

ご

紀 伊 水道

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

海面清掃船 ま」

H２２年末～（予定）

100 20 30k m

和歌山下津港(ごみ)（Ⅱ）

※港 湾区域及び漁港区域は除く

小松島港（四国地整）(ごみ・油)（Ⅲ, Ⅳ）
海面清掃兼油回収船 「海和歌丸」

大阪国際空港の整備

Ⅱ 真に必要な社会資本の着実な整備

航空における安全・安心の確保のため、空港等の耐震対策を計画的に実施します。
また、整備から40年を過ぎ、施設の老朽化が顕著であるため改良工事を実施します。

《平成23年度の予定》

Ⅱ 真に必要な社会資本の着実な整備

Ａ滑走路

《平成23年度の予定》

空港地下道の耐震性の向上を推進します。
老朽化したA滑走路の安全運航を確保するため、改良工事を推進します。

アスファルト舗設改良状況

空港地下道

空港平面図
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近畿地方に残る貴重な文化的遺産や、里地里山の生活技術といった歴史・文化の保

存および活用を図るために、国営公園を舞台として、体験・体感的に歴史・文化・風土

を学習することが出来る整備などを促進します。

国営公園の整備促進

Ⅳ．都市・住宅関係

■国営飛鳥・平城宮跡歴史公園

世界遺産となっている平城宮跡区域においては第一次大極殿院の建造物の設計等を行い、
飛鳥区域のキトラ古墳周辺地区については、同地区において展開する体験的歴史学習に供す
る施設の設計や基盤造成などを行います。

広場整備イメージ

（平城宮跡区域） （飛鳥区域 キトラ古墳周辺地区）

■国営明石海峡公園

神戸地区において、平成２４年度の一部開園に向け、同地区で展開する里地里山文化の体
験に供する施設や管理用施設、公園出入口の整備などを行います。

公園管理施設イメージ里地里山文化の体験

復元古民家

棚田の復元

基本計画図

（神戸地区 棚田ゾーン） （神戸地区 林間ゾーン）
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Ⅱ 真に必要な社会資本の着実な整備



防災拠点でありながら、耐震性の基準を満たしていない既存の庁舎等について、耐震
改修を引き続き推進します。耐震化の推進については平成２７年度末までに耐震化率９
割の達成を目標としています。

防災拠点となる既存官庁施設の耐震改修の推進

Ⅴ．営繕関係

鉛プラグ入り積層ゴムアイソレーター

既存施設の免震改修の事例

改修イメージ免震装置

免震ピットの断面イメージ

建物内部外部 切断面

地震時に建物
が動く際のクリ
アランス

免震基礎設置

免震ピットの設
置

アイソレーター
の設置

既存基礎下に免震ピットを新設し、
免震装置を設置
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Ⅲ 安全、環境、地域の雇用・経済のための施策の強化




